
子どもたちの笑顔がいつまでも続くように・・ ・  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県肢体不自由児者父母の会連合会  
構 成 
奈良県内の１５の地域の肢体不自由児者父母の会と２つの訓練会の連合会です。 

あ ゆ み
１９５５年（昭和３０年）東大寺整肢園（現東大寺福祉療育病院）の設立に端を発した奈良県内の肢体不自由児の

福祉の流れは、桜井市、吉野郡、奈良市の父母の会の設立を生み、１９７０年（昭和４５年）に結成されました。 

目 的 
わたしたちは「どんな障害があっても、住み慣れた地域で生き生きと豊かに暮らせるように」という目的に向け

て活動をしています。 

事業部会 
【社会見学事業・親子県外交流事業・文化芸術活動】 

 

 

広報部会  【連合会外部・内部への情報共有】 

広報誌 「道」 の発行 / ホームページからの情報提供 

本人部会 
障害のある本人たちが自ら計画し、自立を目指した活動 

活動を支える 5 つの部会 
全国肢体不自由児者父母の会連合会 

行 

政 

・ 

自 

治 

体 

へ 

提 

言 

国

民 

・ 

県

民 

・ 

市

民

へ

 

医療 

奈良県肢体不自由児者 

父母の会連合会 

研修部会 

【講演会・施設見学・研修会等の実施】 

障害児者のより良い暮らしを求めるための活動 

就労や地域生活・入所施設での質の高い生活の保障や医

療を要する人たちの暮らしを支えるための活動等ライフス

テージやライフスタイルに伴う課題解決に向けた取り組み 

福祉 

訓練部会 

【仔鹿会】心理リハビリテイション療育キャンプ・月例会 

【陽だまり笑顔の会】静的弛緩誘導法訓練学習会 

親子集中学習会 

奈良県内１５の地域の 

肢体不自由児者父母の会 

& 

２つの訓練会 

共生 

社会 

奈良県肢連とは 

当会会員の子どもたちは、医療的ケアの必要な重症心身障害児者から就労ができる人まで障害の状態は幅広く、また在宅で

暮らしている人、施設で暮らしている人など居住環境も様々です。 

子どもの障害を受け入れることは親にとって大きな試練ですが、同じ思いの親の仲間たちがたくさんいます。お互いを思いや

る優しい気持ちを持ちながら、情報交換や研修会をし「子ども達に障害があっても地域で生き生きと暮らせるように」と願って

様々な活動をしています。会員の皆さんのニーズや困りごとに耳を傾け、県や国へ声を届け、障害があることで生きづらさを感

じることのない社会を目指して活動していきます。 

教育 



奈良県肢体不自由児者
し た い ふ じ ゆ う じ し ゃ

父母の会連合会 
活動拠点 

 

 

 

 

 

 

地域に父母の会が無い場合は、ホームページ会員として、

ご参加いただくことが可能です。 

詳しくは、ホームページから。 



奈良県肢体不自由児者父母の会連合会 
活動事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チャリティー活動：南都諸大寺チャリティー墨書展 

バス旅行 

◎淡路ワールドパークおのころ 

 

 

 
 

◎ローザンベリー多和田 

音楽を楽しむ会 

◎ヴァイオリンとピアノのコンサート 

 

◎はもりべ 

 アコースティックコンサート 

  

 

 

◎にちゅかんトリオ 

研修会 
◎県条例勉強会 
 人と人及び人と社会がつながり支え合う地域福祉の推進に関する条例 

◎県条例勉強会 
 障害のある人及びその家族等に生涯にわたりつながり続ける障害福祉の推進に関する条例 

◎自主研修 

 ｢家族信託｣/｢遺言書を書く｣/｢成年後見人制度｣/｢あいサポート｣/｢防災研修｣/ ．．． 



 

● 小さい子供が一人で泣いていたら  ・・・・ 声を掛けませんか？ 

● 杖を突いた老人が電車に乗ってきたら ・・・・ 席を譲りませんか？ 

● 袋が破れて荷物を散らした人がいたら ・・・・ 拾ってあげませんか？ 
 

           同じことなのです 

 

 車椅子の人が、じっとして困っていたら  

 目の不自由な方が立ち止まっていたら 

 ヘルプマーク      を見かけたら 

 

 

 

 

 

おとな向けオムツ交換用

ベッドを必要とする人達

がいます ！！ 

まほろば 

あ い サ ポ ー ト 運 動 
をご存じですか？ 

 

よ
く
考
え
て
！ 

あ
な
た
は 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
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で
な
い
と
ダ
メ
で
す
か
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障害を知り、共に生きる ～ まず、 から はじめましょう  

＝
 
声  を 
掛けて 
下さい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車いす あるある ！！ 

いつ、乗れ

るんだろう 

と、とどかない！ とりたいのに 

通れない... 



 

つまり、 

事業者は、障害のある人から求められ

たら、可能な限り、社会的なバリアを取

り除く努力をする必要があります。 
 

× 障害の受験や入学･入社を断る   × 筆談に応じない 

× 障害者向けの賃貸物件は無いと言って対応しない 

× 障害者だけの入店を断る     × 付き添いの人とだけ話す 

× 段差やギャップにスロープなどの補助をしない 

× 対応場所を 1 階に設けず、階段しかない 2 階に設ける 

： 

他にもたくさんあります。 自分の身の周りにありませんか？ 

事業者には、サークルや活動グループも含まれます。 

合理的配慮ってなに？ 

障害のある人の人権が、障害のない人と同じように保障され、

教育や就業、その他社会生活において平等に参加できるよう、

それぞれの障害特性や困りごとに合わせておこなわれる配慮

のことです。(平成 28 年施行･障害者差別解消法に基づきます) 

令和 6 年 4 月 1 日から、事業者による 

合理的配慮が義務化 
されます 



 

繁忙時間帯以外、駅員が無人の 

駅が、増えてきています。 

事業者としては、合理的でしょうが 

障害者に対する合理的配慮は？？ 

◎ インターホンの位置が高く、 

車椅子では、届かない 

◎ 障害者「IC カードでエラーが出るのですが」 

インターホン「IC カードを券売機に入れて下さい」 

券売機の下にスペースが無く、 

車椅子が近寄れない・届かない 

◎ 障害者「電車に乗るのを手伝ってください」 

インターホン：「駅員は、3 駅隣にいます。30-40 

分お待ち下さい！！」 
 

セルフのガソリンスタンドが、増えてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

合理的に配慮されている？ 
この時間帯は、無人となっておりま

す。 御用の方はインターホンでご

連絡下さい 

インターホン 
ICカード入口 

セルフ店ですの

で、ご自分で 

お願いします。 

済みません！ 

手伝ってくだ

さい！！ 

車椅子なの 

で、お願いし

ます。 
セルフで無理なら、 

他のスタンドにどうぞ 

 

(1) 
(2) 

(3) 
(4) 

運転免許を持つ車椅子障害者が思う 

①車椅子をおろして、  

②車いすに乗り換えて 

③支払いの指定をして 

④ガソリンを入れて 

⑤車に乗り戻って 

⑥車椅子を載せて．．． 

大変だな... 
 

 

あっ、あの店員さん 

手が空いているみたいだ 
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